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人　自然　歴史が調和した活力あふれるまち　酒々井

　小学生の交通事故を防ぐために4月15日に酒々井小学校（写真：上）の1年生を
対象として、4月24日には大室台小学校（写真：下）の1年生、3年生、5年生を対
象として「交通安全教室」が行われました。
　子どもたちは、佐倉警察署員と佐倉交通安全協会酒々井支部の皆さんから交通ルール
などを教えてもらうと、真剣な表情で道路の横断方法などを練習していました。

◆発行・編集／酒々井町経営企画課　〒285－8510　千葉県印旛郡酒々井町中央台４－11　☎043（496）1171　◆毎月１回１日発行

人口と世帯数5月１日現在（前月比）　 人口21,176人（＋9）　男10,669人（＋2）　女10,507人（＋7）　世帯数9,124世帯（＋27）
　　　　　　　　　　　　　　　　  外国人登録人口279人　 男130人　女149人　世帯数100世帯

町総合計画を策定、町マスコットキャラクターを募集、叙勲受章、児童手当現況届、

農産物の放射性物質簡易検査、中央公民館月曜開館、住民税制度の一部改正、国民年

金保険料免除・若年者納付猶予制度、住民税の納付

後期高齢者医療、高齢者の相談、外国人登録、職員採用試験、移動交番、食中毒予防、

動物の正しい飼い方、高度処理型合併処理浄化槽設置費用補助、水道週間、人権擁

護委員の日、光化学スモッグ、労働力調査、順大裸まつり、参加募集他

交通ルールを守って安全な通行を交通ルールを守って安全な通行を

No.535



　
こ
の
総
合
計
画
の
推
進
に
お
け

る
基
本
と
な
る
考
え
方
「
基
本
理

念
」
は
、「
み
ん
な
が
主
役
、
未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
前
計
画
（
第
４
次

総
合
計
画
）
の
基
本
理
念
「
町
民

参
加
に
よ
る
、
町
民
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
発
展
さ
せ
、
町
民

が
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
子

や
孫
に
受
け
継
い
で
い
く
「
未
来

の
酒
々
井
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、町
民
等（
み

ん
な
）
が
主
役
と
な
っ
て
未
来
へ

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
基
本
理
念
と
す
る
も
の
で
す
。

　「
将
来
都
市
像
」
に
つ
い
て
は
、

「
人
　
自
然
　
歴
史
が
調
和
し
た

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
酒
々
井
」

を
掲
げ
、「
自
然
」
と
「
歴
史
」
が

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
住
環
境
に
恵
ま
れ
た

活
力
と
魅
力
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

町
の
確
立
を
目
指
し
、
そ
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
健
康
福
祉
、
教
育
文
化
、
生

活
環
境
、
都
市
基
盤
、
産
業
経
済
、

地
域
社
会
と
行
財
政
の
各
分
野
別

に
６
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
将

来
都
市
像
の
実
現
の
た
め
、
各
種

施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
は
、
豊
か
な
自
然
、
清
ら
か

な
水
と
空
気
、
本
佐
倉
城
跡
を
は

じ
め
と
す
る
文
化
・
歴
史
遺
産
な

ど
が
数
多
く
あ
り
、
町
特
有
の
地

域
資
源
を
都
市
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
、
輝

か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
若
い
年
齢
層
が
入
居
し

や
す
い
住
宅
開
発
や
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
の
確
保
、
さ
ら
に
は
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
整
備
や
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
す
べ
て
の
人
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
魅
力

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
住
ん
で
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
、
町
の
す
べ
て
の

人
が
、
歴
史
と
文
化
、
自
然
豊
か

な
「
郷
土
・
酒
々
井
」
に
愛
着
と

誇
り
を
持
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
え
る
、
満
足
度
の
高
い
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
第
５
次
総
合
計
画
は
、
現
在
ま

で
の
発
展
の
成
果
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
時
代
の
潮
流
や

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
将
来
の
町
の
姿
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

町
民
と
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組

む
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

し
て
示
す
も
の
で
あ
り
、
町
に
か

か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
共
有
し
、

目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
も

の
で
す
。

　　
総
合
計
画
は
、
時
代
の
潮
流

や
、
町
の
現
状
、
町
民
の
声
を
考

慮
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

や
将
来
都
市
像
、
そ
の
都
市
像
を

実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
方
向
性

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

り
、
町
行
政
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
最
上
位
の
計
画

と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　
第
５
次
総
合
計
画
は
、「
基
本

構
想
」「
基
本
計
画
」
お
よ
び
「
実

施
計
画
」に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
計
画
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

～
基
　
本
　
構
　
想
～

総
合
計
画
の
ね
ら
い

総
合
計
画
と
は

計
画
の
位
置
付
け

構
成
・
期
間

　
町
で
は
各
種
懇
談
会
等
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
平
成
24
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
第
５
次
酒
々
井
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
５
次
酒
々
井
町
総
合
計
画
を
策
定

酒の井の碑広場に花を植える小学生と地域の方々

【基本構想】
目標年次までの長期的な展望に立って、町の目指す「将来都
市像」と「基本理念」を明確にし、これを実現するための施
策の基本目標と大綱を定めるもの。

【基本計画】
基本構想を受けて、その目的を達成するための重点施策や
部門別施策を体系化し、具体的な施策の方向を示すもの。

【実施計画】
基本計画に基づき、個別施策・事業の実施について年次
ごとに位置付けるもので、予算編成の基礎となるもの。

基本構想
【10 年間】

基本計画
【前期・後期各 5年間】

実施計画
【3年間の計画、毎年改定】
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基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
示

さ
れ
た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
将

来
都
市
像
を
達
成
す
る
た
め
の
重

点
施
策
や
分
野
別
施
策
を
体
系
化

し
、
具
体
的
な
施
策
の
方
向
を
示

す
も
の
で
、
個
別
の
施
策
に
つ
い

て
は
実
施
計
画
で
定
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、
限
ら
れ
た
経
営

資
源
で
町
民
満
足
度
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
将
来
都
市
像

で
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
考
え
に
基
づ
き
各

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
重
点
施
策
の
位
置
付
け
】

　
重
点
施
策
と
は
、
将
来
都
市
像

で
あ
る
「
人
　
自
然
　
歴
史
が
調

和
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　

酒
々
井
」
を
実
現
す
る
た
め
、
前

期
基
本
計
画
の
５
年
間
に
お
い
て

重
点
的
に
実
施
す
る
施
策
の
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
重
点
施
策
を
定
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
分
野
別
に
示
し
た

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
目
標
と

施
策
の
大
綱
の
枠
を
超
え
て
さ
ら

に
大
き
な
視
点
で
捉
え
、
よ
り
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
３
つ
の

テ
ー
マ
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

「
安
全
・
安
心
」、「
魅
力
」、

「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
、
す
な
わ
ち
、
自
立
し
た

ま
ち
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】

●
高
齢
者
支
援
の
充
実

●
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

【
防
災
・
防
犯
】

●
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化

●
消
防
体
制
の
強
化

●
防
犯
体
制
の
整
備

●
水
害
対
策
の
推
進

【
ま
ち
づ
く
り
】

●
総
合
的
な
地
域
整
備
の
推
進

●
町
道
の
整
備

【
子
育
て
・
教
育
】

●
子
育
て
支
援
の
充
実

●
保
育
体
制
の
充
実

●
適
正
な
就
学
指
導
の
推
進

●
教
育
内
容
の
充
実

●
教
育
環
境
の
整
備

●
国
際
理
解
教
育
の
推
進

【
産
業
振
興
】

●
農
業
振
興

●
優
良
企
業
の
誘
致

●
中
小
卸
・
小
売
業
の
振
興

【
交
流
人
口
の
増
加
】

●
本
佐
倉
城
跡
保
存
・
整
備
の
推

　
進

●
商
業
施
設
の
誘
致

●
情
報
の
共
有
化
と
協
働
の
推
進

【
心
と
身
体
の
健
康
】

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

●
保
健
施
策
の
充
実
促
進

●
体
育
施
設
の
整
備

【
生
涯
学
習
】

●
人
材
の
養
成
お
よ
び
協
働

●
学
習
機
会
の
拡
充

●
啓
発
活
動
・
人
権
教
育
の
推
進

【
住
み
よ
い
暮
ら
し
】

●�

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

推
進

●
減
量
化
・
資
源
化
の
促
進

●�

公
園
の
適
正
配
置
お
よ
び
多
目

的
整
備

　
な
お
、
詳
細
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
営
企
画
課
企
画

総
合
調
整
班
☎

２
２
１�

・
２
２

３

～
前
期
基
本
計
画
～

基
本
計
画
の
推
進
に
向
け
て

Ⅱ
　
魅
力
づ
く
り

Ⅲ
　
健
康
づ
く
り

Ⅰ
　
安
全
・
安
心
づ
く
り

『まちづくりの基本理念』

『将来都市像』

～みんなが主役、未来へつなぐまちづくり～

～人　自然　歴史が調和した活力あふれるまち　酒々井～

まちづくりの基本理念
みんなが主役、未来へつなぐまちづくり

将　来　都　市　像
人　自然　歴史が調和した活力あふれるまち　酒々井

＜健康福祉＞

6 つの
基本目標

子どもから高齢者まで
誰もがいきいきと輝く

まちづくり

＜地域社会
　　　と行財政＞

町民と共に築く
心がかよう持続可能な

まちづくり

＜生活環境＞
いつも安全で安心して
快適に暮らせる
まちづくり

＜都市基盤＞
生活機能の整った
歩いて暮らせる
まちづくり

＜産業経済＞
にぎわいと

活力にみちた魅力ある
まちづくり

＜教育文化＞
豊かな心を育み歴史を
活かした文化創造の

まちづくり

持

続
可能
なまちづく

り安全・安心
づくり

健　康
づくり

魅　力
づくり

自立のまち

恊 働

３つのテーマ
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町
で
は
本
年
度
、
第
５
次
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
都
市

像
で
あ
る
「
人
　
自
然
　
歴
史
が

調
和
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

酒
々
井
」
の
実
現
を
目
指
し
、「
住

ん
で
み
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
満
足
度
の
高
い
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
郷
土
愛
を
育

む
と
と
も
に
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
さ
ら
に
は
、
全
国
に
向
け
て

町
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　
採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

町
の
刊
行
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
の
印
刷
物
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

着
ぐ
る
み
を
製
作
し
、
町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

　
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
愛
称

【
募
集
期
限
】

　
７
月
31
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

【
応
募
資
格
】

　
年
齢
、
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。（
選

考
委
員
を
除
く
）

【
応
募
方
法
】

　
役
場
や
町
内
公
共
施
設
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
応
募
用
紙
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る

応
募
用
紙
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

愛
称
名
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
特
徴

（
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
の
説
明
等
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業

ま
た
は
学
校
名
を
記
載
し
、
持
参
、

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

経
営
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
は
、

件
名
に
「
酒
々
井
町
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
応
募
」
と
必
ず
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
規
定
】

①
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

②�

採
用
作
品
に
関
す
る
著
作
権
な

ど
、
一
切
の
権
利
は
町
に
帰
属

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③�

著
作
権
な
ど
を
侵
害
す
る
恐
れ

が
あ
る
作
品
は
、
受
賞
決
定
後

で
あ
っ
て
も
受
賞
を
取
り
消
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。

④�

採
用
作
品
は
、
必
要
に
応
じ
て

デ
ザ
イ
ン
や
色
彩
、
愛
称
な
ど

の
一
部
に
変
更
を
加
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⑤�

応
募
に
係
る
費
用
は
、
全
て
応

募
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

⑥�

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１

点
と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

１
体
で
、
全
身
の
正
面
の
み
と

し
て
く
だ
さ
い
。（
２
体
以
上

は
不
可
）

⑧�

デ
ザ
イ
ン
に
使
用
で
き
る
色
は

自
由
で
す
。

⑨�

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
作
成
す
る

場
合
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
で
、

大
き
さ
は
２
Ｍ
Ｂ
以
下
と
し
て

く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
全
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
考
委

員
会
で
10
作
品
程
度
を
選
び
、
町

民
に
よ
る
人
気
投
票
（
10
月
を
予

定
）
等
を
行
い
、
受
賞
作
品
を
決

定
し
ま
す
。
そ
の
中
の
最
優
秀
賞

作
品
を
採
用
作
品
と
し
ま
す
。

【
賞
品
】

最
優
秀
賞
（
１
点
）　
５
万
円
分

の
商
品
券

優
秀
賞
（
１
点
）　
３
万
円
分
の

商
品
券

ユ
ニ
ー
ク
賞
（
１
点
）　
１
万
円

分
の
商
品
券

ア
イ
デ
ア
賞
（
１
点
）　
１
万
円

分
の
商
品
券

　
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、
町
民

に
広
く
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
選
定
す
る
た
め
に
、

選
考
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
委
員
会
は
、
平
日
の
昼
間
に
限

ら
ず
、
夜
間
、
土
日
に
年
３
回
か

ら
４
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

対
　
象
　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方

募
集
人
数
　
２
人
程
度

任
　
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
選
考
終

了
ま
で

申
込
方
法
　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に

必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
込
書
と

「
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

役
割
と
利
活
用
」
に
つ
い
て
の
レ

ポ
ー
ト
（
４
０
０
字
程
度
）
を
郵

送
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
経
営
企
画

課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
選
考
は
、
原
則
書
類
審

査
で
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
面
接

を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
経
営

企
画
課
企
画
総
合
調
整
班
☎

２

２
１�

・
２
２
３

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
tow
n.shisui.chiba.jp

町
マ
ス
コ
ッ
ト

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
選
考
委
員
募
集

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

　
　
　 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集

4



　中央公民館は、月曜日を定期休館日と定めて

いましたが、６月から月曜日も夜間を除き、利

用できるようになります。

　利用日の１か月前から５日前まで申請を受け

付けますので、ぜひご利用ください。

　なお、月曜日が祝日の場合や施設管理に伴う

定期点検等の場合は休館となります。

問い合わせ　中央公民館☎（４９６）５３２１

中央公民館は 6月から
　　　�月曜日も利用できます

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
手
当
て
の

名
称
が
「
子
ど
も
手
当
」
か
ら
「
児

童
手
当
」
に
変
更
に
な
り
所
得
要

件
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
す
る
国
の

制
度
で
年
１
回
受
給
資
格
等
を
確

認
す
る
た
め
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　
子
ど
も
手
当
か
ら
継
続
し
て
い

る
方
に
は
、
現
況
届
の
用
紙
を
６

月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
６

月
29
日
㈮
ま
で
に
こ
ど
も
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
届
け
や
請
求
が
な

い
と
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当

の
受
給
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
３

　
町
で
は
、
町
内
産
農
産
物
の
安

全
確
認
を
行
う
た
め
、
簡
易
検
査

器
に
よ
る
放
射
性
物
質
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

検
査
の
対
象
　
自
ら
町
内
で
生
産

し
た
農
産
物
等
（
購
入
し
た
も
の

や
譲
り
受
け
た
も
の
は
対
象
外
で

す
。）

申
込
方
法
　
平
日
の
８
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
に
電
話
ま
た
は

経
済
環
境
課
の
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
検
査
当
日
ま
で
に
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
　
検
体
を
洗
浄
し
、
根

や
へ
た
を
取
り
除
い
た
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
程
度
の
「
可
食
部
」
を
み
じ

ん
切
り
や
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
検
査
日
（
原

則
毎
週
金
曜
日
）
の
11
時
30
分
ま

で
に
経
済
環
境
課
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
経
済

環
境
課
農
政
振
興
班
☎

３
４
１

�

・
３
４
３

　平成24年春の叙勲で、町内から2人（写真下）

の方が受章されました。また、危険業務従事者叙

勲で佐藤洋司さん（上本佐倉一丁目）が防衛功労

で瑞宝単光章を受章されました。

叙勲 受章おめでとうございます

瑞宝双光章
（更正保護功労）

瑞宝双光章
（防衛功労）

山
やまぐち

口　昌
まさとし

利さん
（中央台１丁目）

三
み う ら

浦　孝
た か お

雄さん
（上本佐倉一丁目）

児童手当現況届は6月29日までに

農産物等の
　　放射性物質簡易検査

給食センターに設置された放射性物質簡易検査器

H24.  6.  1 5

〈表１〉児童手当支給額

年齢等 支給額（月額）

０歳～３歳未満 （一律）１５，０００円

３歳～小学校修了前
第１・２子　　１０，０００円

第３子以降　　１５，０００円

中学生 （一律）１０，０００円

所得制限以上 （一律）５，０００円



　
税
制
改
正
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
平
成
24
年
度
に
か
か
る
扶
養
控

除
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

①�

年
少
扶
養
親
族
（
年
齢
16
歳
未

満
の
扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶

養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
こ
れ
に
伴
い
、
扶
養
控
除
の

対
象
と
な
る
親
族
は
、
年
齢
16

歳
以
上
の
扶
養
親
族
と
な
り
ま

し
た
。

②�

年
齢
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

　
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控

　�

除
に
つ
い
て
は
、
上
乗
せ
部
分

（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶

養
控
除
の
額
が
33
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
住
民
税
が

増
額
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
〈
表
１
〉

〈
表
２
〉
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２�

・
１
１
３

　
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
と
き
は
、
そ
の
ま
ま

未
納
に
せ
ず
、「
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
」
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
免
除
制
度
】

①
全
額
免
除

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
全
額
免
除

承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱
い
と
な

り
、
年
金
額
に
も
一
部
反
映
さ
れ

ま
す
。

②
一
部
免
除

　
日
本
年
金
機
構
が
承
認
し
た
一

部
保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
、
そ
の

期
間
は
納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱

い
と
な
り
、
年
金
額
に
も
一
部
反

映
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
保
険
料
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
未
納
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
失
業
に
よ
る
特
例

　
退
職
後
、
特
定
の
書
類
（
雇
用

保
険
関
係
書
類
・
辞
令
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
は
免
除
審
査
基
準
が

緩
和
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
30
歳
未
満
の
方
が
承
認
を
受
け

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
納
付
済
み

期
間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

【
所
得
に
よ
っ
て
審
査
】

　
所
得
審
査
の
対
象
と
な
る
の
は

本
人
と
配
偶
者
と
世
帯
主
（
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
は
本
人
と
配
偶

者
の
み
）
全
員
の
前
年
所
得
（
１

月
か
ら
６
月
の
受
付
は
前
々
年
の

所
得
）が
基
準
額
以
下
の
方
で
す
。

　
申
請
す
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
、

印
鑑
、
市
区
町
村
が
発
行
す
る
扶

養
人
数
を
記
載
し
た
所
得
を
証
明

す
る
書
類
（
１
月
１
日
時
点
で

酒
々
井
町
に
住
民
登
録
が
な
い
方

の
み
）
を
お
持
ち
に
な
っ
て
住
民

課
年
金
班
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
学
生
の
方
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
年
金
班

☎

１
２
２

扶
養
控
除
等
の
改
正

住
民
税
の
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

国民年金保険料の
納付が困難なときは

6

〈表１〉年齢別の扶養控除額（扶養１人あたり）

〈表２〉扶養控除の改正の概要図

控除対象扶養
親族の年齢

前年度までの
控除額 改正後の控除額 住民税額

増額の目安

16 歳未満 33 万円 廃　止 3万 3千円

16 歳以上
19 歳未満 45 万円 33 万円

（△ 12 万円） 1万 2千円

19 歳以上
23 歳未満 45 万円 45 万円

（変更なし） 0円

控除対象扶養親族
扶養親族

45万円

38万円

45万円

33万円

上乗せ部分
12万円

【廃止】

年少扶養
親族

【廃止】

一般扶養
親族

老人扶養
親族

特定扶養
親族

同居加算

一般扶養親族

～15歳 70歳～16歳～18歳 19歳～22歳 23歳～69歳



町
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
（
普
通
徴
収
）
は

6
月
15
日
に
発
送
し
ま
す

　
町
・
県
民
税
（
以
下
は
住
民
税
）

は
、
平
成
23
年
中
の
所
得
や
控
除

か
ら
計
算
し
、
平
成
24
年
度
の
年

税
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
で
、
年
齢
が
65
歳
以
上
の
公
的

年
金
受
給
者
で
納
税
義
務
の
あ
る

方
は
、
従
来
と
納
付
方
法
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、〈
表

１
〉〈
表
２
〉
を
参
照
の
う
え
、
納

付
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①�

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
、

年
齢
が
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
受
給
者
で
納
税
義
務
の
あ

る
方

②�

年
額
18
万
円
以
上
の
基
礎
年
金

ま
た
は
老
齢
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
方（
介
護
保
険
と
同
様
）

【
対
象
と
な
る
住
民
税
額
】

　
引
き
落
し
さ
れ
る
額
は
、
年
金

所
得
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民

税
額
だ
け
で
す
。

Ｑ�

　
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

に
す
る
か
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

方
法
で
納
付
す
る
か
は
本
人
が

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ�

　
本
人
の
意
思
に
よ
る
選
択
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　�

　
地
方
税
法
に
よ
り
「
65
歳
以

上
の
方
の
公
的
年
金
等
所
得
に

係
る
住
民
税
に
つ
い
て
は
年
金

か
ら
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り

徴
収
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

原
則
と
し
て
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
全
て
の
納
税
義
務
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ�

　
私
は
昨
年
65
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
収
入
は
、
公
的
年
金
と
給

与
で
す
。
住
民
税
は
公
的
年
金

に
関
る
部
分
も
ま
と
め
て
給
与

か
ら
引
き
落
と
し
て
納
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

Ａ�

　
平
成
24
年
度
は
、
公
的
年
金

に
係
る
税
額
の
納
付
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、〈
表

２
〉
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ�

　
私
の
収
入
は
、
公
的
年
金
と

不
動
産
収
入
で
す
。住
民
税
は
、

全
て
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ�

　
公
的
年
金
以
外
の
所
得
に
係

る
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
公
的

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。
不
動
産
収
入
に

つ
い
て
は
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
、

65
歳
に
な
っ
て
い
る
か
い
な
い
か

で
、
納
付
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
は
年
金
所
得

に
係
る
住
民
税
の
納
付
方
法
を
変

更
す
る
も
の
で
、
新
た
な
税
負
担

が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
特
別
徴

収
制
度
に
該
当
す
る
方
に
は
、
同

じ
く
６
月
15
日
に
税
額
決
定
通
知

書
を
発
送
し
て
、
仮
徴
収
額
と
本

徴
収
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２�

・
１
１
３

制
度
の
注
意
点

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
＆
Ａ

次
の
①
②
両
方
に
該
当

す
る
方
は
、
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
「
特
別
徴
収
」

に
な
り
ま
す
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〈表２〉平成 24年度の納付方法（年金の他に給与所得がある場合）

〈表１〉平成 24年 4月 1日現在で 65 歳の方の納付方法（年金所得のみの場合）

65歳未満の方

給与所得

給与から引き落と
し、または納付書で
納付。年金所得

65歳以上で給与と年金所得がある方

給与所得
給与から引き落とし、または
納付書で納付。

年金所得
原則、年金からの引き落とし。
ただし、今年度から 65 歳に
なった方は〈表１〉のとおり。

※�昨年度から年金特別徴収制度に該当している方は、平成 24 年の 4月から仮徴収が開始されており、
　10 月から本徴収が始まります。

課税
年度 平成 24年度

例 例：年税額が 60,000 円の場合

徴収
方法 ①普通徴収 特別徴収

※引き落とし

徴収
月 6月 ８月 10 月 12 月 ２月

税額

15,000
円

15,000
円

10,000
円

10,000
円

10,000
円

年税額の 1/4 年税額の 1/6

①年度前半は年税額の 1／４ずつを 6月、8
月に普通徴収により徴収します。

②年度後半は年税額から普通徴収した税額
を差し引いた税額を 10 月、12 月、2月に
おける公的年金等の支給ごとに特別徴収
（引き落とし）します。

平成 25年度

例：年税額が 66,000 円になった場合

③特別徴収（仮徴収）④特別徴収（本徴収）

４月 6月 ８月 10 月 12 月 ２月

10,000
円

10,000
円

10,000
円

12,000
円

12,000
円

12,000
円

前年度 2月に
徴収した税額

年税額から仮徴収を
差し引いた税額の1/3

③年度前半（４月、６月、８月）は平成 24
　年度後半（２月）に徴収した税額を特別徴
収（仮徴収）します。

④年度後半（10 月、12 月、２月）は年税額
　から仮徴収した税額を差し引いた税額の
　１／３ずつを特別徴収（本徴収）します。



【
保
険
料
の
計
算
】

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
に

負
担
し
て
い
た
だ
く「
均
等
割
額
」

と
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た

だ
く
「
所
得
割
額
」
を
合
計
し
て

個
人
ご
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。〈
表

１
〉
参
照

【
平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料
率

は
据
え
置
き
　
限
度
額
は
55
万
円

に
】

　
保
険
料
は
、
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
２

年
に
１
回
、見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
直
し
年
度
で
あ
る
今
年
度
と

来
年
度
（
24
・
25
年
度
）
の
保
険

料
率
は
据
え
置
か
れ
、
賦
課
限
度

額
は
50
万
円
か
ら
55
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
保
険
料
の
軽
減
措
置
】

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
、
所
得

の
状
況
に
よ
り
、「
均
等
割
額
」
を

軽
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
33
万

円
の
基
礎
控
除
額
を
差
し
引
い
た

後
の
所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
の

方
に
は
、「
所
得
割
額
」
を
50
パ
ー

セ
ン
ト
軽
減
し
て
い
ま
す
。

【
保
険
料
の
納
め
方
】

　
保
険
料
は
、
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
に
よ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
っ
て
個

別
に
納
め
て
い
た
だ
く
「
普
通
徴

収
」
が
あ
り
ま
す
。〈
表
２
〉
参
照

【
特
別
徴
収
に
な
る
方
】

●�

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
方

●�

介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
、
引
き

落
と
し
対
象
年
金
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
方

　
保
険
料
は
年
６
回
支
給
さ
れ
る

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
、
６
月
、
８
月
は
仮
徴
収

と
呼
ば
れ
、
仮
算
定
さ
れ
た
保
険

料
を
納
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
月

の
仮
徴
収
額
は
前
年
度
の
２
月
の

年
金
で
納
め
た
額
に
な
り
ま
す
。

　
10
月
、
12
月
、
２
月
は
本
徴
収

と
呼
ば
れ
、
前
年
の
所
得
が
確
定

後
、
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
額

を
差
し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け

て
納
め
ま
す
。

【
年
金
引
き
落
と
し
か
ら
、
口
座

振
替
に
変
更
で
き
ま
す
】

　
保
険
料
の
支
払
い
を
年
金
引
き

落
と
し
か
ら
、
口
座
振
替
に
切
り

替
え
た
い
場
合
は
、
住
民
課
で
の

手
続
き
と
、
併
せ
て
金
融
機
関
へ

の
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
住
民
課
国

保
班
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
普
通
徴
収
に
な
る
方
】

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
全
て

普
通
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２

月
ま
で
の
年
８
回
に
分
け
、
役
場

ま
た
は
金
融
機
関
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、
７

月
31
日
㈫
で
有
効
期
限
を
迎
え
ま

す
。
８
月
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く

保
険
証
は
、
７
月
中
旬
に
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
診
察
を
受
け
た
際
に
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３

割
で
す
。
こ
の
割
合
は
平
成
23
年

中
（
７
月
ま
で
の
判
定
は
平
成
22

年
中
）の
所
得
に
応
じ
て
判
定
し
、

毎
年
８
月
１
日
に
見
直
し
ま
す
。

【
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
】

　
災
害
な
ど
特
別
な
理
由
が
な
く

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
は
、
通

常
よ
り
有
効
期
間
の
短
い
保
険
証

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
班

☎

１
２
４

保
険
料
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
送
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療

①均等割額…37,400 円

　加入者全員が等しく負担する額

②所得割額…7.29 パーセント

　加入者の前年の所得に応じて負担する額

保険料�＝�①均等割額�＋�②所得割額

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

特別徴収
（年 6回） ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収
（年 8回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新
し
い
保
険
証
を

　
　
　
　
郵
送
し
ま
す

　地域包括支援センターでは、皆さんが

安心して暮らせるようお手伝いをしていま

す。

　たとえば、こんな時にご相談ください。

　なお、相談はすべて無料です。

●�最近何もないところでつまずきそうに

なってしまう。

●�歩くのがつらくなり買い物や通院がひと

りでは不安。

●�外出するのがおっくうで人に会うことも

なくなった。

●�体力が弱ってしまって、何かいい方法は

な�いかしら。

問い合わせ　地域包括支援センター

☎（４８１）６３９３

高齢者の様々な相談を受け付けます
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〈表１〉保険料の計算

〈表２〉保険料の納期区分

※普通徴収と特別徴収が混在する場合があります



　
住
民
基
本
台
帳
法
等
が
改
正
、

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
外
国
人

登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、
外
国
人
住

民
の
方
も
住
民
基
本
台
帳
の
適
用

対
象
者
と
な
り
ま
す
。

【
主
な
変
更
点
】

①�

日
本
人
と
同
様
に
住
民
票
の
写

し
等
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

②�

日
本
人
と
外
国
人
の
複
数
国
籍

世
帯
で
も
世
帯
全
員
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
等
が

発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

③�

外
国
人
登
録
証
明
書
の
代
わ
り

に
中
長
期
在
留
者
の
方
に
は
、

在
留
カ
ー
ド
を
交
付
し
、
特
別

永
住
者
の
方
に
は
、
特
別
永
住

者
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

④�

住
所
変
更
の
届
出
は
、
日
本
人

と
同
様
に
転
出
地
で
転
出
届
を

し
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受

け
、
転
入
地
で
転
入
届
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤�

在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間

の
更
新
等
は
、
入
国
管
理
局
で

の
手
続
き
だ
け
を
行
え
ば
よ
く

な
り
ま
す
。
　

【
住
民
票
を
作
成
で
き
る
方
】

　
短
期
滞
在
者
を
除
く
、
適
法
に

３
か
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外
国

人
の
方
で
住
所
を
有
し
、
次
の
①

か
ら
④
に
該
当
す
る
方
。

①�

中
長
期
在
留
者
（
在
留
カ
ー
ド

交
付
対
象
者
）

②�

特
別
永
住
者
（
特
別
永
住
者
証

明
書
交
付
対
象
者
）

③�

一
時
庇ひ

ご護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞

在
許
可
者

④�

出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
ま
た

は
国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞
在

者
※
今
ま
で
外
国
人
登
録
を
し
て
い

た
方
で
も
在
留
資
格
が
短
期
滞
在

の
方
や
法
施
行
時
に
在
留
資
格
の

な
い
方
は
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ

ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
お
早
め
に

所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
外
国
人
登
録
は
正
確
に
】

　
住
民
票
は
、
外
国
人
登
録
の
情

報
を
も
と
に
作
成
さ
れ
ま
す
。
実

際
に
は
、
新
し
い
住
所
に
移
っ
て

い
た
り
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間

を
更
新
し
て
い
て
も
届
出
を
し
て

い
な
い
た
め
住
所
や
在
留
資
格
等

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
住

民
票
が
作
成
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
住
民
班

☎

１
２
７

　
町
で
は
、〈
表
１
〉
の
と
お
り

一
般
行
政
職
上
級
お
よ
び
技
術
職

上
級
（
土
木
・
建
築
）
の
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
受
験
の
申
込
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
り
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
総
務
課
で
も
配
布
し
ま

す
。
郵
送
希
望
の
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
試
験
の
申
し
込
み
は
、
申
込
書

お
よ
び
受
験
票
に
必
要
事
項
を
す

べ
て
記
入
し
、
総
務
課
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
」
と

朱
書
し
、
申
込
書
と
返
信
用
封
筒

（
80
円
切
手
を
貼
り
、
あ
て
先
を

明
記
し
た
も
の
）
を
同
封
し
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
１
次
試
験
は
、
印
旛
郡
市
職

員
採
用
共
同
試
験
で
行
い
ま
す
。

試
験
日
　
７
月
22
日
㈰
（
第
１
次

試
験
）

※
第
２
次
試
験
は
、
後
日
通
知
し

ま
す
。

試
験
会
場
　
東
京
学
館
高
等
学
校

受
付
期
限
　
６
月
15
日
㈮
（
郵
送

の
場
合
、
15
日
の
消
印
有
効
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務

課
総
務
班
☎

２
１
２

　
次
の
と
お
り
移
動
交
番
を
開
設

し
て
各
種
届
出
の
受
理
や
周
辺
の

警
戒
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行

い
ま
す
。

開
設
日
時

６
月
６
日
㈬
　
10
時
30
分
～
12
時

６
月
13
日
㈬
　
10
時
30
分
～
12
時

６
月
20
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

６
月
27
日
㈬
　
10
時
30
分
～
12
時

場
　
所
　
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
東
口
広
場
）

※
諸
事
情
に
よ
り
開
設
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
警
察
署
移
動

交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０
１
１
０

７
月
９
日
か
ら
外
国
人
住
民
の
方
に
関
す
る

登
録
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平成 24年印旛郡市
職員採用共同試験

６月の
移動交番
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〈表１〉受験資格等

職　種 一般行政職上級 技術職上級
（土木・建築）

採用予定
人　　員 若干名 土木・建築ともに若干名

試験科目
および
時　間

択一式一般教養　２時間

択一式専門　　　２時間

択一式一般教養　２時間

択一式専門　　　２時間

試験程度 大学卒業程度
大学卒業程度

※専門試験は大学、高専
　卒業程度

受験資格

・昭和 52 年４月２日から平成３年４月１日までに生

まれた方。（学歴は問いません）

・平成３年４月２日以降に生まれた方で、学校教育

法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した方。

（平成 25 年３月までに卒業する見込みの方を含む）



　
食
中
毒
は
、
細
菌
が
増
殖
し
や

す
い
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
特

に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
食
中
毒
は
、
食
中
毒
の
原
因
と

な
る
細
菌
を
、「
①
つ
け
な
い
＝
洗

う
」「
②
増
や
さ
な
い=

低
温
保

存
」「
③
や
っ
つ
け
る
＝
加
熱
処

理
」
の
３
つ
の
方
法
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
細
菌
を
つ
け
な
い
＝
洗
う

　
食
物
に
細
菌
を
つ
け
な
い
た
め

に
大
事
な
こ
と
は
よ
く
「
洗
う
」

こ
と
で
す
。

　
特
に
、
手
洗
い
は
食
中
毒
予
防

の
基
本
で
す
。
食
物
を
取
り
扱
う

手
は
、
細
菌
の
２
次
汚
染
の
最
大

の
原
因
と
な
る
た
め
、
調
理
を
始

め
る
前
や
、
調
理
中
で
も
肉
や
魚

な
ど
を
触
っ
た
後
は
、
面
倒
で
も

そ
の
都
度
、
手
を
洗
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
ま
な
板
や
包
丁
等
の
調

理
器
具
も
細
菌
の
２
次
汚
染
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
肉
や
魚
な
ど
を

扱
っ
た
調
理
器
具
は
、
洗
剤
を
使

っ
て
よ
く
洗
い
、
熱
湯
を
十
分
に

か
け
て
殺
菌
し
て
か
ら
使
い
ま
し

ょ
う
。

②
細
菌
を
増
や
さ
な
い
＝
低
温
保

　
存

　
細
菌
は
、
食
物
の
中
で
増
殖
す

る
こ
と
で
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。

細
菌
に
増
殖
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、

持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や

冷
凍
庫
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
低

温
保
存
は
、
細
菌
の
増
殖
を
遅
く

し
ま
す
。
し
か
し
、
細
菌
が
死
ぬ

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
早
め
に
調

理
し
、
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
細
菌
を
や
っ
つ
け
る
＝
加
熱
処

　
理

　
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
熱
に
弱
い

の
で
、
十
分
に
加
熱
調
理
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
加
熱
調
理
し
た
食
べ
物

で
も
、
食
べ
ず
に
保
存
し
て
お
く

と
他
の
細
菌
が
付
着
・
繁
殖
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
調
理
後
は

で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　　
食
中
毒
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
よ

う
な
腹
痛
や
下
痢
、
発
熱
、
吐
き

気
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た

場
合
は
、
早
急
に
医
師
の
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
環
境

班
☎

３
４
２�

・
３
４
４

　
動
物
を
飼
う
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
、
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う
。

●�

動
物
を
飼
う
こ
と
の
で
き
る
環

境
で
あ
る
か
ど
う
か
、
家
族
で

よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

●�

動
物
に
起
因
す
る
感
染
性
の
疾

病
の
予
防
の
た
め
過
剰
な
触

れ
あ
い
は
控
え
、
動
物
に
触
っ

た
ら
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。

●�

飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
、
名
札

な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
犬
の

首
輪
に
は
、
登
録
鑑
札
と
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
を
付
け
る
こ

と
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一
、

逃
げ
出
し
た
場
合
の
発
見
に
も

役
立
ち
ま
す
。

●�

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
場

合
は
、
犬
を
制
止
で
き
る
人
が

短
い
引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ

う
。

●
ね
こ
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　�

他
人
へ
の
迷
惑
を
防
止
で
き
、

ま
た
、
病
気
や
交
通
事
故
等
の

危
険
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●�

犬
や
ね
こ
に
、
公
の
場
所
や
人

の
敷
地
内
で
排
泄
さ
せ
る
よ
う

な
迷
惑
行
為
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　�

　
ま
た
、
散
歩
中
の
ふ
ん
は
、

飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後
始

末
を
し
ま
し
ょ
う
。

●�
犬
や
ね
こ
に
は
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。
千
葉
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
財
団
法
人
千
葉

県
動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、

近
所
迷
惑
と
な
る
飼
い
犬
の
問

題
行
動
を
防
止
す
る
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

●�

望
ま
れ
な
い
子
犬
・
子
ね
こ
を

増
や
さ
な
い
た
め
に
、
親
犬
・

親
ね
こ
に
は
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

子
犬
や
子
ね
こ
を
譲
る
場
合

は
、
離
乳
前
に
母
親
か
ら
引
き

離
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
の
性
格
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

●�

動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま

で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
犬
や

ね
こ
が
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
飼
え

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
動
物

を
絶
対
に
捨
て
ず
に
、
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
等
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨
て

た
場
合
に
は
、
50
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
印
旛
保
健
所
☎
（

４
８
３
）
１
１
３
７
、千
葉
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
７
６

（
９
３
）
５
７
１
１
、
㈶
千
葉
県

動
物
保
護
管
理
協
会
☎（
２
１
４
）

７
８
１
４

６
月
は
動
物
の
正
し
い

飼
い
方
推
進
月
間

食
中
毒
に
か
か
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
思
っ
た
ら

動物は正しく
　　　飼いましょう

こ
れ
か
ら
の
季
節
食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

～
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
～
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労
働
力
調
査
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
、
下
水

道
未
整
備
地
域
の
方
が
「
高
度
処

理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
」
を
設
置

す
る
場
合
は
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。〈
表
１
〉

　
生
活
排
水
に
よ
る
汚
れ
を
減
ら

す
た
め
、
高
度
処
理
型
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
や
、
く
み
取
り

便
所
お
よ
び
単
独
浄
化
槽
か
ら
高

度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

転
換
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
高
度
処
理
型
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
諸
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
経
済
環
境
課
環
境
班
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
環
境

班

３
４
２�
・
３
４
４

　
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
資
源
で

す
。
人
は
水
な
し
で
は
生
き
て
い

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
人
は
き
れ
い
な
水

を
飲
む
た
め
の
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
私
た
ち
は
安
心

し
て
水
を
飲
み
、
洗
濯
に
使
い
、

お
風
呂
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
、

毎
日
を
元
気
に
過
ご
せ
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
水
」
に
も

限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
使
う
こ
と

の
で
き
る
水
を
い
つ
ま
で
も
保
つ

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識

と
努
力
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
水
道
週
間
に
水
の
大
切
さ

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
工
務

班
☎
（
４
９
６
）
７
７
２
５

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
は
、
昭
和

24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。

地
域
の
住
民
が
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
た
り
、
人
権
相
談

を
受
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
差
別
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
い

や
が
ら
せ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

【
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局
の

人
権
相
談
】

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談

日
　
時
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
10
時
～
16
時

法
務
局
職
員
に
よ
る
相
談

日
　
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
千
葉
地
方

法
務
局
佐
倉
支
局
☎
（
４
８
４
）
１

２
２
２

【
町
の
人
権
相
談
】

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談

日
　
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　
　
13
時
～
16
時

会
　
場
　
役
場
西
庁
舎
２
階
会
議

室
（
広
報
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

問
い
合
わ
せ
　
人
権
推
進
課
人
権

啓
発
班
☎

３
３
１

　
総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で
は
、

毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
経
済
政
策

や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な

調
査
で
、
総
務
省
が
毎
月
公
表
し

て
い
る
『
完
全
失
業
率
』
は
、
こ

の
調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
調
査
対
象
は
、
上
岩
橋
の
一
部

の
世
帯
で
す
。
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
、
自
宅
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
県
総
合
企
画
部
統

計
課
☎
（
２
２
３
）
２
２
２
０

　これから夏にかけて光化学スモッグ

が発生しやすくなります。

　光化学スモッグ注意報が発令された

場合は、屋外での作業には十分注意し

てください。万が一、光化学スモッグ

による健康被害が生じたら、医師によ

る診察、治療および必要な検査などを

受け、経済環境課までご連絡ください。

　なお、当町の発令地域は成田地域と

なっており、昨年は注意報が１回発令

されています。

問い合わせ　経済環境課環境班☎

３４２・３４４

光化学
スモッグに
ご注意！

高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
費
補
助
制
度

限
り
あ
る
資
源
　
水

水
道
週
間
　
６
月
１
日
～
７
日

毎
年
６
月
１
日
は

「
さ
あ
今
日
も

 

水
と
元
気
が

 

蛇
口
か
ら
」

「
人
権
擁
護

　
委
員
の
日
」

H24.  6.  1 11

〈表１〉
区分 種別 性　能 人　槽 補助限度額

設
置
補
助

新
設

Ｎ１０・Ｐ型
ＢＯＤ型
Ｎ＆Ｐ型

５人槽 444,000 円

６～７人槽 486,000 円

８～ 10 人槽 576,000 円

転
換

Ｎ２０型
Ｎ１０・Ｐ型
ＢＯＤ型
Ｎ＆Ｐ型

５人槽 444,000 円

６～７人槽 486,000 円

８～ 10 人槽 576,000 円



　
こ
の
裸
ま
つ
り
は
、
順
天
堂
大

学
啓
心
寮
寮
祭
最
終
日
に
酒
々
井

町
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
最
大
イ

ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
25
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　
寮
生
約
４
５
０
人
が
３
基
の
樽

御
輿
を
担
ぎ
、
町
内
を
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
に
練
り
歩
き
ま
す
。
今

年
も
和
太
鼓
演
奏
が
加
わ
り
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

お
願
い
　
行
列
の
道
路
反
対
側
か

ら
の
水
か
け
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　
６
月
３
日
㈰

開
会
式
　
12
時
20
分

町
内
練
り
歩
き
　
13
時
20
分
～
15

時
41
分

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
商
工

観
光
班

３
４
２

　
学
生
た
ち
の
夏
服
が
向
暑
の
季

節
を
告
げ
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
こ
こ
順
天
堂
大
学
に

も
日
ご
と
に
熱
く
な
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
、｢

順
天

堂
大
学
啓
心
寮
寮
祭｣

で
す
。
地

域
の
方
々
、
諸
先
生
方
、
そ
し
て

偉
大
な
先
輩
方
の
お
か
げ
で
、
第

65
回
寮
祭
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

｢

順
仁

音
彩
（
じ
ゅ
う
に
ん
と
い
ろ
）｣

～
刻
め
！
仲
間
と
歩
む
キ
セ
キ
を

～｣

で
す
。｢

仁
の
心
を
持
っ
た
順

大
生
が
、多
種
多
様
な
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
奏
で
て
ほ
し
い
！
そ
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
地
域
に
も
響
か
せ
て
ほ

し
い｣

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
そ

ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
寮
祭
で
す
が
、
順
大

生
の
熱
い
気
持
ち
を
少
し
で
も
地

域
の
方
々
に
還
元
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
６
月
３
日
㈰
に
開
催
予

定
で
あ
る
裸
ま
つ
り
は
、
３
日
間

の
寮
祭
の
集
大
成
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、寮
祭
を
盛
大
か
つ
、

安
全
に
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
厚

い
ご
支
援
を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ

の
感
謝
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
練

り
歩
く
こ
と
で
、
酒
々
井
町
の

方
々
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
活

気
付
け
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
６
月
２
日
㈯
も
順
天
堂

大
学
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
泰
然
の

庭
に
て
寮
祭
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
ダ
ン
ス
、
お
笑
い
、
模
擬
店

な
ど
、
盛
り
沢
山
の
催
し
物
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
ま

で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

昨年行われた順天堂大学裸まつりの様子

順
天
堂
大
学
裸
ま
つ
り

６月３日

｢

順じ
ゅ
う
に
ん仁
音と

い

ろ彩｣第65回 啓心寮寮祭

実行委員長 浅
あ さ み

見 真
まさはる

治さん

～
刻
め
！
仲
間
と

　
　
　
　
歩
む
キ
セ
キ
を
～

12

13時20分 出発
15時41分 到着

開会式（12時20分から）

JR酒々井駅

JR東口

JR西口

銀行

銀行

コンビニ

スーパー

スーパー

はつらつ東通り

さわやか中央通り

ふ
れ
あ
い

駅
前
通
り

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

中
央
台
公
園

酒
々
井
町
役
場

国道51号←至成田 至千葉→

14：33

14：48

13：50

裸まつり順路

※時間は予定です
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町
民
文
化
祭

日
頃
の
学
習
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
参
加
者
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
「
第
47
回
酒
々
井
町
町
民
文

化
祭
」
が
10
月
27
日
㈯
か
ら
11
月

４
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
文
化
祭
に
参
加
を
希
望
す

る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
・
個
人
の
方
々

を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
中
央
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
よ
り
「
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
か
ら
「
町
民

文
化
祭
」
に
名
称
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
、

社
会
教
育
関
係
団
体
な
ら
び
に
町

文
化
協
会
所
属
団
体

申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
で
用
意

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
事
務
室
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間
　
９
時
～
17
時
（
月
曜

日
を
除
く
）

申
込
期
限
　
６
月
15
日
㈮

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
　

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　「
食
べ
た
い
…
で
も
痩
せ
た
い
」

と
日
頃
か
ら
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん

に
朗
報
で
す
。

　
１
食
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程

度
で
も
満
足
で
き
る
、
旬
の
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
①
６
月
29
日
㈮
　
②
７

月
20
日
㈮
　
③
８
月
10
日
㈮
　
④

８
月
31
日
㈮
　
⑤
９
月
21
日
㈮

（
全
５
回
）　
９
時
30
分
～
13
時
30

分会
　
場
　
中
央
公
民
館

定
　
員
　
24
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費
　
実
費
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
込
期
限
　
６
月
15
日
㈮
必
着

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
あ

て
先
　
〒
２
８
５
‐
０
９
２
２
　

中
央
台
４
‐
10
‐
１
　
中
央
公
民

館
「
～
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
～

公
民
館
食
堂
係
」
と
記
載
し
、
裏

面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
か
ら
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

�

　
町
立
図
書
館
で
は
、
１
歳
か
ら

３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
を

中
心
に
、
わ
ら
べ
う
た
や
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し

ま
す
。
　
わ
ら
べ
う
た
の
中
に
は
、

子
ど
も
を
あ
や
す
方
法
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
な

ど
の
子
育
て
知
識
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
わ
ら
べ
う
た
の
会
を
元
気
な
子

ど
も
の
遊
び
の
場
、
子
ど
も
の
情

操
発
達
の
場
、
お
母
さ
ん
が
子
ど

も
と
遊
ぶ
時
の
「
ネ
タ
作
り
」
の

場
と
し
て
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
６
月
20
日
㈬
、
７
月
18

日
㈬
　
10
時
～
10
時
30
分

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

グ
ル
ー
プ
研
究
室

定
　
員
　
親
子
10
組（
申
込
先
着
順
）

応
募
方
法
　
電
話
ま
た
は
プ
リ
ミ

エ
ー
ル
酒
々
井
の
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
町
立
図
書
館

☎
（
４
９
６
）
８
６
８
１

し
す
い
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ

～
ヘ
ル
シ
ー

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
～

わらべうたの会

　本年度 60歳を迎える方々を対象とし、今後の人生

を充実させるための学びへの招待や、個々の培った

力を地域で活かしてみたいという行動の契機の場と

して開催される「盛年式」の企画や運営を行う実行

委員を募集します。

　なお、盛年式は12月16日㈰を予定しています。

実行委員会　会議を数回予定（第1回目の会議を8月

に予定しています）

主な役割　当日の内容の企画・運営

募集人数　４人（昭和 27 年 4月 2日～昭和 28 年 4

月1日生まれの方）

募集締切　６月29日㈮

申し込み・問い合わせ　生涯学習課社会教育班

☎（４９６）５３３４

60 歳を迎える皆さんへ
盛年式実行委員募集

公
民
館
食
堂

H24.  6.  1 13
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アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成
の
た
め
に
「
勝
っ
タ
ネ
！
く

ん
の
冒
険
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
１
泊
２
日
の
キ

ャ
ン
プ
経
験
を
通
し
て
自
然
の
美

し
さ
、
厳
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
で

自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
び

ま
す
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
仲
間
同
士
で

協
力
し
あ
う
こ
と
を
通
し
て
、
友

情
、
信
頼
、
思
考
力
等
の
「
人
間

力
」
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
助
成
金

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

期
　
日
　
８
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

出
　
発
　
８
月
４
日
㈯
の
８
時
に

役
場
を
出
発
し
ま
す
。

行
き
先
　
千
葉
県
立
内
浦
山
県
民

の
森
（
鴨
川
市
）

対
　
象
　
町
子
ど
も
会
育
成
会
連

絡
協
議
会
加
入
者

参
加
費
　
子
ど
も
３
，
０
０
０
円

※
保
護
者
は
、
無
料
。

定
　
員
　
40
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
込
方
法
　
６
月
11
日
㈪
ま
で
に

電
話
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
４
９
６
（
５
３
３
４
）

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
集
団
行

動
を
通
じ
て
協
力
・
協
調
の
精
神

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地

域
の
つ
ど
い
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
時
　
６
月
30
日
㈯
　

９
時
～
16
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

※
役
場
か
ら
会
場
ま
で
の
送
迎
車

が
８
時
30
分
に
出
発
し
ま
す
。

会
　
場
　
富
里
社
会
体
育
館

内
　
容
　
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ

対
　
象
　
印
旛
地
区
内
小
学
校
の

４�

・
５�

・
６
年
生

持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ
ル
、
保
険

証
の
写
し
、
着
替
え
（
必
要
に
応

じ
て
）

定
　
員
　
５
人
程
度
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
６
月
５
日
㈫
ま
で
に

電
話
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
４
９
６
（
５
３
３
４
）

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
は
、
ク
ラ
ブ

１
本
と
ボ
ー
ル
１
個
で
楽
し
く
遊

べ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
緑
の
芝
で
お
お
わ
れ
た
コ
ー
ス

で
思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
７
月
７
日
㈯�

　
　
　
　
13
時
～
受
付
開
始

※
雨
天
中
止

内
　
容
　
練
習
・
実
践
プ
レ
ー

（
13
時
30
分
～
17
時
）

会
　
場
　
し
す
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
（
墨
１
２
０
０
番
地
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.shisui-parkgolf.c

om
/�

参
加
費
　
子
ど
も
　
無
料

　
　
　
　
大
人
　
　
５
０
０
円

対
　
象
　
町
内
の
小
学
２
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
親
子

定
　
員
　
30
人
（
申
込
先
着
順
）

※
友
達
と
一
緒
に
参
加
し
、
保
護

者
が
引
率
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
最
低
で
も
小
学
生
３
人
に
１
人

は
保
護
者
が
引
率
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
学
生
は
生
徒
の
み
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

主
　
催
　
町
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
・
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
４
９
６
（
５
３
３
４
）

日
　
時
　
６
月
24
日
㈰

　
　
　
　
８
時
30
分
～
９
時
受
付

会
　
場
　
大
室
台
小
学
校
体
育
館

対
　
象
　
中
学
生
以
上
の
男
女

種
　
目

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
、
２
部
、

３
部

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
、
２
部
、

３
部

※
参
加
者
数
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動

で
き
る
服
、
室
内
運
動
靴
、
弁
当

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０

円
（
シ
ャ
ト
ル
・
保
険
代
等
）
当

日
集
金
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
６
月
20
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
体
育

協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
森
田
☎
０

９
０
（
８
４
５
２
）
１
５
３
６

（
４
８
１
）
６
９
２
２

１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
体
験

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
で

友
だ
ち
作
り

勝
っ
タ
ネ
！
く
ん

の
冒
険�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

「
地
域
の
つ
ど
い

��

大
会
」

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

14

自然の恵みを活用しませんか！
 人に、環境に、未来に優しい・・・・・太陽光発電

品質と安さを追求して

この価格3ｋｗ標準工事代込   1,425,000円
例
24年度の国および自治体の補助金はご確認ください。
＜発売中＞オートで深夜電力料金で蓄電し昼にそれを放電して太陽
光で発電する電力を全て売電する蓄電池を発売中。
価格は2.6ｋｗ容量　工事代込900,000円（税別）です。

詳しくは　�有限会社　協和商事　酒々井町下台58-1-205
相談・見積無料☎043-496-5111

�200ｗ×15枚→3,000ｗ×475,000＝1,425,000（税別）
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♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

古
池
に
影
を
落
と
す
や
花
万
朶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
口
　
　
仁

空
堀
の
中
ま
で
花
の
明
か
り
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
悦
子

信
濃
路
に
沿
へ
る
流
れ
や
竹
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
陽
子

ぽ
つ
ぽ
つ
と
虫
穴
が
見
え
庭
も
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
静
枝

菜
の
花
や
嫁
の
手
料
理
辛
子
あ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

初
桜
舞
を
舞
う
子
の
大
人
び
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヨ
子

ゆ
る
や
か
に
鳩
鳴
く
朝
の
春
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
居
美
智
子

泰
山
木
見
上
げ
て
蕾
数
へ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

春
雷
を
聞
き
つ
つ
急
ぐ
田
の
小
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
　
裕
子

う
た
た
ね
の
鰐わ

に

の
ご
と
く
に
横
た
わ
る
伊
豆
大
島
に
淡
き
夕ゆ
う
か
げ光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
康
子

彼
岸
す
ぎ
て
庭
の
沈ち

ん
ち
ょ
う
げ

丁
花
何い

つ時
し
か
に
蕾
ふ
く
ら
み
花
ま
り
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
　
　
光
子

朝
が
来
た
も
っ
と
寝
た
い
と
思
い
し
が
そ
ん
な
自
分
に
鞭む

ち

打
つ
毎
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
山
ヨ
シ
子

釈
迦
堂
に
香
の
煙
の
絶
ゆ
る
な
し
沙さ

ら

そ

う

じ

ゅ

羅
双
樹
茂
れ
ば
涅ね

は

ん槃
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
栄
子

十
五
歳
の
少
年
世
の
人
を
叱し

っ

た咤
せ
り
二
千
年
後
よ
り
も
今
を
救
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
金
銭
）

・
酒
々
井
町
詩
吟
愛
好
会
　
５
万
円

・
京
増
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

・
墨
青
会
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

・
ふ
じ
き
の
創
年
隊
　
　
　
１
万
円

・
元
「
中
川
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
会

　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
４
２
５
円

・
中
山
伊
登
江
　
　
　
　
　
５
千
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
４
８
０
円

あ
り
が
と
う

松下　優羽くん（中央台）
　　　＜平成23年5月13日生まれ＞

219

ゆうわ

（
家
族
か
ら
一
言
）

　
　
　ボ
ー
ル
遊
び
が
大
好
き
な

　
　
　元
気
で
や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
で
す
。

　
春
季
町
民
卓
球
大
会
が
４
月
22

日
、
酒
々
井
小
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
男
女
の

部
ま
で
32
人
の
参
加
が
あ
り
、
各

部
門
と
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
し
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
一
般
男
子
】

優
　
勝
　
高た
か
か
い階

　
知と

も
あ
き章

準
優
勝
　
池い
け
だ田

　
一か

ず
お男

第
３
位
　
鶴つ
る
ぞ
の園

　
光み

つ
ろ
う朗

【
一
般
女
子
】

優
　
勝
　
竹た
け
ざ
わ澤

　
節せ

つ
こ子

準
優
勝
　
西に
し
お尾

　
麻ま

い衣

第
３
位
　
藤ふ
じ
え江

　
寿す

み

こ

美
子

【
中
学
生
女
子
】

優
　
勝
　
大お
お
さ
わ澤

　
友ゆ

り

え

里
恵

準
優
勝
　
岩い
わ
さ
き崎

　
紗さ

り

な

理
奈

第
３
位
　
松ま
つ
な
が長

　
美み

よ代

【
小
学
生
の
部
】

優
　
勝
　
山や
ま
も
と本

　
　
咲さ

き

準
優
勝
　
吉よ

し
だ田

　
美み

く紅

第
３
位
　
横よ
こ
ぎ木

　
優ゆ

な
つ夏

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

優
　
勝
　
池い
け
だ田

・
西に

し
お尾

準
優
勝
　
宮み
や
き木
・
石い

し
の埜

第
３
位
　
佐さ

さ

き

々
木
・
北き

た
じ
ま島

春季町民
卓球大会結果
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６
月
４
日
㈪
か
ら
10
日
㈰
は
口
腔
保
健
週

間
（
歯
の
衛
生
週
間
）
で
す
。

　「
歯
医
者
は
苦
手
で
」「
怖
く
て
」
な
ど
つ

い
つ
い
歯
科
医
院
か
ら
足
が
遠
の
い
て
い
る

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
歯
科
医
院
は
む
し
歯
を
治
す
と
こ
ろ
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
長
く
良
い
状
態

で
乗
れ
る
よ
う
に
、
定
期
的
に
歯
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
長

く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
食
べ
る
の
が
大
好
き
」
と
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
食
べ
る
こ
と
は
、
楽
し
み
で
あ
っ

た
り
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
に
な
っ
た
り
、
栄

養
を
と
る
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
や
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
食
事
や

会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
豊
か
な
人
生
を
送
る

基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
毎
日
の
歯
み
が
き
に
、
か
か
り
つ
け
歯
科

医
に
よ
る
プ
ロ
の
ケ
ア
を
加
え
、
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

　
成
人
に
な
る
と
定
期
的
に
歯
の
検
診
を
受

け
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
歯
科
医
師
部
会
の
協
力
の
も
と
、

成
人
歯
科
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
町
内
在
住
で
、
平
成
24
年
度
中
に

40
歳
以
上
に
な
る
方
（
昭
和
48
年
３
月
31
日

以
前
生
ま
れ
の
方
）

※
現
在
歯
科
治
療
中
の
方
を
除
き
ま
す
。

回
数
・
内
容
　
１
年
に
１
回
、
問
診
と
歯
周

組
織
検
査
を
行
い
ま
す
。

受
診
期
間
　
６
月
１
日
㈮
～
12
月
31
日
㈪

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
受
診
期
間
内
に
〈
表
１
〉
の
医

療
機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
際
は
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
年
末
は
休
診
日
が
多
く
、
医
療
機
関
が
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
安
心
し
て
出
産
・
育
児
を
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
友
達
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
　〈
表
２
〉
の
と
お
り

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
は
各
回
の

３
日
前
ま
で
に
、
マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
は
７
月

20
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
１
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
た
ば
こ
は
、
喫
煙
し
て
い
る
人
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
人
の
健
康
も
損
な
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
５
月
31
日
㈭
か
ら
６
月
６
日
㈬
は
世
界
禁

煙
週
間
で
す
。
喫
煙
し
て
い
る
人
も
、
い
な

い
人
も
こ
の
機
会
に
「
禁
煙
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

　前年度３歳児健康診査を受けた子どもとその母親

を対象として「平成 24年度酒々井町親と子のよい

歯のコンクール」が４月18日、保健センターで行わ

れました。

　コンクールには５組の親子が参加し、優秀賞に齊

藤崇
たかし

史くん、綾子さん親子（写真左端）、優良賞に

志田絢
あやね

音ちゃん、梨絵さん親子（写真左から２番

目）、上田あかりちゃん、真由美さん親子（写真右

端）が選ばれました。

　また、5月には80歳以上で自分の歯が 20本以上

ある方を対象とした「高齢者よい歯のコンクール」

が行われ天野陽子さんが優秀賞に選ばれました。

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
親
子

と
歯
科
医
の
阿
部
先
生

齊藤さんと
天野さんが よい歯のコンクール　優秀賞

16

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

持
ち
ま
し
�
う

成
人
歯
科
検
診
を

受
け
ま
し
�
う

マ
タ
ニ
テ
�
ク
ラ
ス

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス

6
月
6
日
ま
で
は

世
界
禁
煙
週
間

〈表２〉マタニティクラス・ママパパクラス日程表

〈表１〉成人歯科検診実施医療機関

日　　　　時 内　　　　容

マ
タ
ニ
テ
�
ク
ラ
ス

６月19日㈫
13時30分～15時30分

妊娠のしくみ
母乳栄養について

７月４日㈬
13時30分～15時30分

妊娠中の栄養
離乳食について

７月11日㈬
13時30分～16時

妊娠後期の過ごし方
分娩のしくみ

７月17日㈫
13時30分～16時

赤ちゃんの保育、先輩ママとの交
流、妊娠中の歯の健康

＜ママパパクラス＞
７月28日㈯
12時30分～15時30分

パパの妊婦体験、もく浴、調乳実習
２人で行う妊婦体操、家庭計画

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

成
人
歯
科
検
診
を

医療機関名 電話番号
酒々井歯科医院 （496）2017

阿部歯科医院 （496）3535

鶴岡歯科医院 （496）6585

おがた歯科医院 （496）8450

梅村歯科医院 （496）7774

宮野歯科医院 0476（26）1188

アップル歯科クリニック （496）9611

ひら歯科医院 （481）7707

すばる歯科医院 （497）0648

しすい駅前歯科医院 （496）4123



※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0～15歳まで）
所在　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
日時

◎成田市急病診療所
所在　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時 日曜・祝日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時
日曜・祝日

歯 科 10時～17時

予防接種

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せき
ジフテリア破傷風混合・日本脳炎

委託医療機関で
実施中

月～土曜日 　19時～翌日６時

日曜・祝日 　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

　
町
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
不
育
症
治

療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対
し
、
治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
不
育
症
と
は
、
２
回
以
上
流
産
、
死
産
あ

る
い
は
早
期
新
生
児
死
亡
の
既
往
症
が
あ
る

場
合
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働

省
不
育
症
研
究
班
）

対
　
象
　
次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
条
件
に
全

て
該
当
す
る
方

①
婚
姻
後
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
方
。

②
町
に
納
付
す
べ
き
税
金
に
滞
納
が
な
い
方
。

③�

町
に
１
年
以
上
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る

方
。

④�

夫
と
妻
の
前
年
所
得
（
１
月
か
ら
５
月
ま

で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
々
年
所
得
）
の

合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
方
。

⑤�

社
団
法
人
日
本
生
殖
学
会
が
認
定
し
た
生

殖
医
療
専
門
医
が
所
属
す
る
医
療
機
関
で

当
該
専
門
医
に
不
育
症
と
診
断
さ
れ
、
そ

の
治
療
を
受
け
た
方
。

⑥�

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
被
用
者
保
険
注1
に

加
入
し
て
い
る
方
。

対
象
経
費
等
　
医
療
保
険
適
用
対
象
外
の
治

療
費
等
　
※
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
等
の

直
接
治
療
に
関
係
の
な
い
費
用
は
除
く
。

助
成
額
　
１
治
療
期
間
注2
で
上
限
30
万
円

申
請
期
間
　
１
治
療
期
間
分
の
治
療
費
の
支

払
い
が
終
了
し
た
日
が
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
６
か
月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
６
月
に
支
払
が
終
了
し
た
場
合
は
７
月
か

ら
12
月
ま
で
に
申
請
が
必
要
。

申
請
方
法
　
次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
書
類
を

持
参
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
①
と
②
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け
取
る
か
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

①�

酒
々
井
町
不
育
症
治
療
費
助
成
金
交
付
申

請
書

②
不
育
症
治
療
実
施
医
療
機
関
証
明
書

③�

戸
籍
抄
本
（
外
国
人
は
外
国
人
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書
）

④�

不
育
症
治
療
を
行
っ
た
医
療
機
関
が
発
行

す
る
領
収
書
お
よ
び
診
療
明
細
書
。
ま
た
、

院
外
処
方
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
領
収

書
⑤
健
康
保
険
証

⑥
振
込
先
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

※
②
の
証
明
書
を
作
成
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
助
成
金
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
金
額

に
つ
い
て
は
直
接
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
転
入
な
ど
に
よ
り
前
年
の
所
得
が
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
が
発

行
す
る
所
得
証
明
書
ま
た
は
非
課
税
証
明
書

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

注1
社
会
保
険
や
公
務
員
共
済
等
の
こ
と
。

注2�
不
育
症
治
療
や
不
育
症
治
療
に
関
す
る
検

査
を
開
始
し
た
日
か
ら
そ
の
妊
娠
に
関
す

る
出
産
（
流
産
・
死
産
を
含
む
）
ま
で
の

治
療
期
間
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

日
　
時
　
６
月
６
日
㈬
　
13
時
30
分
～
16
時

会
　
場
　
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

※
今
回
の
献
血
は
２
０
０
・
４
０
０
ml
で
す
。

日 内　　　容 時　間

4日㈪
11日㈪
18日㈪

健康相談 9時30分～11時

6日㈬
乳
児
相
談

10か月児Ｈ23.7月生 10時～11時

4か月児Ｈ24.1月生 13時30分～14時30分

7日㈭
19日㈫ ゆりかごルーム 9時30分～12時

18日㈪
健康推進員のヘルシー
ウォーキング（雨天中止）

受付時間
9時10分～9時20分

20日㈬
1歳6か月児健康診査
H22.10月生・11月生

受付時間
12時45分～13時15分
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不
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症
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費
用
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一
部
を
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成

献
血
に
ご
協
力
を



　年度更新の手続きは、平成23年度
の概算保険料を精算する「確定申告」
と平成24年度の見込み保険料（概算
保険料）を申告するものです。
　申告・納付は、最寄りの金融機関を
通じて、早めに手続きをしてください。
　また、保険料の納付は、申請により
口座振替が可能です。
問い合わせ　千葉労働局労働保険徴収
課☎（２２１）４３１７
厚生労働省年度更新お知らせページ

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudou
kijun/roudouhoken21/
口座振替お知らせページ

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudou
kijun/hokenryou/index.html

【手話学習会】

日時　６月２日㈯　10時～ 12時
会場　佐倉市中央公民館
※すべてを要約筆記（話を要約して、
スクリーンに映す）でサポートします。
【手話サロン】

日時　６月15日㈮　13時30分～ 16時
会場　社会福祉協議会２階
※ノートテイクでサポートします。
参加費　無料（手話学習会が初参加の
方は教材費1,000円が必要）
申し込み　不要。耳の不自由な方以外
でも参加できます。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴
者・難聴者協会印旛香取事務所　事務
局板倉☎０９０（５３０２）０３８５

（４４４）０２９８

　印旛健康福祉センター（印旛保健所）
では、次の日程で特定疾患医療受給者
票の更新手続きを実施します。

日程　6月4日、5日、6日、13日、15日、
18日、19日、21日、27日、29日、7
月2日、5日、6日、11日、17日、19日、
25日、30日、8月2日、７日、15日、27
日、31日
※期間内に必ず手続きをしてください。
受付時間　９時30分～ 11時30分　 13
時～ 15時30分
会場　印旛合同庁舎内印旛健康福祉セ
ンター (印旛保健所)
問い合わせ　印旛健康福祉センター健
康生活支援課☎（４８３）１１３５

　職場での悩みや不安（解雇、賃金未
払い、セクハラ、パワハラ等）の相談
に専門員が電話と面接で応じます。
日時　土・日・祝日を除く10時～ 17
時　※受け付けは随時
会場　連合千葉成田・佐倉地域協議会

（成田市花崎町799-7ホクセイビル2階）
費用　無料
問い合わせ　連合千葉成田・佐倉地域
協議会☎０４７６( ３６) ７８３１ 

納付期限
　 7月2日㈪まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期

町 ・ 県 民 税 第 １ 期 6月の

中途失聴・難聴者のみなさんへ

特定疾患医療受給者票更新手続き

なんでも労働相談（無料）

納付期間は 6 月 1日から 7 月 10 日まで
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お 知 ら せ

相　談　名 日　時�・�会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 ７日㈭、21日㈭　13時～16時　社会福祉協議会 社会福祉協議会☎（４９６）６６３５

法律相談 14日㈭、28日㈭　13時～16時　社会福祉協議会
社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※電話予約制です。事前にお申し込みください。
（先着順１日６件まで）

人権相談 12日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階会議室 人権推進課人権啓発班☎ ３３１

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・鈴木秀子さん、長野みち子さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） 12日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域保健福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます

就学・教育相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
１日㈮　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室
15日㈮　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室

経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時～17時※月曜日は栄養相談も
中央保育園　随時

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談
14 日㈭　10 時～ 15 時
住民課年金班へお越しください

住民課年金班☎ １２１・１２２

事業主の皆さん
労働保険料の申告・納付はお早めに！



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（７時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

　印旛地域の魅力に触れてもらうた
め、地域の有志文化団体による発表、
特産品の販売やご当地人気キャラクタ
ーと遊ぶイベントを開催します。
日時　６月16日㈯　11時～ 16時
　　　※荒天の場合中止
会場　佐倉城址公園自由広場
※佐倉市菖蒲まつりも同日開催する予
定です。
内容　吉本興業ゴールデンボーイズの
お笑いライブ、佐倉太鼓衆による和太
鼓演奏、武術立身流、八街市の獅子舞
の演舞ほか
問い合わせ　県印旛地域振興事務所地
域振興課☎（４８３）１１１１

　眼の見え方で悩んだり困っている方
や、その保護者の方、視覚障害のある
子どもに関わる仕事の方など、地域の
多くの方を対象に盲学校の授業見学や
補助具の体験、教材教具の紹介等を行
います。
日時　６月30日㈯　９時10分～
内容　授業参観およびミニ集会
申込方法　参加者全員の氏名、代表者
の電話番号を書いて、6月22日までに
郵送、ファックスまたはＥメールでお
申し込みください。
申し込み・問い合わせ　県立千葉盲学
校　〒２８４－０００１　四街道市大
日４６８ ‐ １　
☎（４２２）０２３１

（４２４）４５９２
Eメール　chiba-sb@chiba-c.ed.jp

日時　6月30日㈯　10時開演
会場　中央公民館講堂
入場料　無料
主催　町吟詠剣詩舞同好会
後援　町文化協会
問い合わせ　町吟詠剣詩舞同好会：松
本☎（４９６）３４３３

対象　県内在住の55歳以上の方で無
職の方（応募者多数の場合は選考）
参加費　無料
受講条件　①ハローワークが発番の求
職番号を保有している　②合同面接会
に参加できる　③応募後折り返し送付
される登録申込書の提出ができる
申込方法　はがきに講習No、講習名、
住所、氏名、年齢、求職番号、電話番
号、ファックス番号、Ｅメールアドレ
スを記入し６月14日㈭（必着）まで
にお申し込みください。
申し込み・問い合わせ　（公社）千葉県
シルバー人材センター連合会　〒２６０
－００１３千葉市中央区中央３- ９-
１６　☎（２２７）５１１２

　成田公共職業安定所では、平成25
年3月新規学校卒業者を対象とする求
人の取扱方法等について、事業所向け
の説明会を開催します。
　採用を予定している事業所は、出席
をお願いします。
　なお、会場等の都合があるので、事
前に連絡をお願いします。
日時　６月14日㈭　14時30分～（受
付開始14時～）
会場　成田国際文化会館小ホール（成
田市土屋３０３）
申し込み・問い合わせ　成田公共職業
安定所事業所援助部門学卒係☎０４７
６（２７）８６０９

日時　７月７日㈯　13時～ 16時
会場　成田赤十字病院（成田市飯田町
９０ ‐ １）
講演　①成田赤十字病院第二泌尿器科
部長　細木茂医師による「膀胱がんと
ストーマ造設について」　
②成田赤十字病院皮膚・排泄ケア認定
看護師　直井師

の り こ

子さんによる「夏場の
スキンケアについて」
その他の内容　補装具およびオストメ
イト関連製品のメーカー、販売店を交
えての相談・情報交換会　
対象　オストメイトおよびその家族な
ど
参加費　無料
申込方法　事前（月曜日、火曜日、金
曜日の9時から17時まで）に県オスト
ミー協会へお申し込みください。
問い合わせ　県オストミー協会☎（３
０９）７５７１

いんばふれ愛フェスタ2012

千葉盲学校オープンスクール

吟詠剣詩舞発表会

働きたい高齢者のための講習会

時間　9：00 ～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ
※子どものことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（6月の予定）∽
岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象

親子で体操
身体測定 13日㈬

親子で体操 6日㈬

乳幼児と保護者
わらべうた 13日㈬

七夕飾り
（要予約・10組限定）
身体測定

27日㈬
エプロンシアター 20日㈬

親子で体操 27日㈬

講習№
講習名

定員 日時・会場

【９】
セキュリティ
（警備員）技能

25 人

6 月 28 日～ 7月 6日
9時 30 分～ 17 時
（一社）千葉県警備業
協会（千葉市）

【12】
チャイルドヘル
パー養成（注 1）

25 人

6月29日～7月30日
9時30分～16時30分
千葉ビジネス支援セ
ンター（千葉市）

【５】
介護保険事務
パソコン（注２）

20 人

7月17日～7月30日
10時～16時
千葉ビジネス支援セ
ンター（千葉市）

注 1　子育て関連施設での就労を目指します。
注２　応募には訪問介護員２級資格が必要です。
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催 し ・ 講 座
新規学校卒業予定者
求人手続等説明会

オストメイト
社会適応訓練講習会

日時　６月12日㈫、26日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

日時　６月12日㈫、26日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

休日窓口開庁日　24日（日）8:30 ～ 12:00

【住民課】 住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】 納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）

プリミエール酒々井休館日 6月4・11・18・25日 問（496）8681

21日（木）図書館のみ休館図書館館内整理日 問（496）8682
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「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　８月号掲載希望者は６月25日㈪までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　�05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　�10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　�20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、経
営企画課広報広聴班までお問い合わせください。
☎ 043（496）1171　222内
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日 行　　事　　名 掲　載
ページ

1㈮

動物の正しい飼い方月間 10

水道週間（～7日） 11

人権擁護委員の日 11

3㈰ 順天堂大学裸まつり 12

14㈭ おはなし会（15時30分～町立図書館）

15㈮ 町民文化祭参加団体等申込期限 13

20㈬ わらべうたの会 13

24㈰ おはなし会（15時～町立図書館）

29㈮
児童手当現況届提出期限 5

盛年式実行委員会募集期限 13

30㈯ 地域のつどい大会 14

6月

田んぼに入り声を上げる酒々井小学校の子どもたち
（協力団体：酒々井里山フォーラム　酒々井地先で）

「酒々井ライオンズクラブ」の協力により田植えをする
大室台小学校の子どもたち（上岩橋地先で）


